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文
化
生
活
を
営
む
に

が
ん
の
早
期
発
見
が

急
務

が
ん
に
よ
る
死
亡
は
、
国
民

死
因
順
位
の
高
位
を
し
め
、
そ

の
死
亡
率
は
近
年
よ
昇
し
つ
つ

あ
る
0

・か
ん
は
社
会
的
、
家
庭

的
に
働
き
ざ
か
り
の
年
令
層
に

多

(
、
お
よ
ほ
す
影
響
は
広
範

図
に
わ
た
る
。
し
た
が
っ
て
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
ま
眼
ピ

す
る
が
、
本
町
に
お
い
て
も
位

民
福
祉
更
生
の
予
防
対
策
ど

L

て
、
こ
の
八

日
、
九
日
対
が
ん

協
会
道
支
部
の

O
Lら
か
ぱ
号

。
に
よ
る
胃
腸
病
検
診
を
実
施

し
た
。
約
二
百
人
が
受
診
し
た

をベが
営て
むがこ
た健れ
め康を
にで契
も文機
が 1t，Iこ
ん的働
のな(
早生者
初 J舌す

発
見
に
つ
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
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ね合Mム正
、
，、報
戸一

広
一-一

山山
戸

町
民
の
み
な
在
ま
b
こ
あ
い

山山
一一

さ
つ
申
し
あ
げ
ま
す
。

……
一一
-F
去
る
五
月
十

一
日
の
臨
時
町

一…
『
議
ダ
に
お
き
ま
し
て
L

不
尚
忍

川町
ユ
エ
ピ
が
名
脊
あ
る
町
議
会
の
議
長

山川
4
米
当
選
心
必
し
ょ
芝
ど
は
、
山
川

問
L
J
に
ゆ
悼
に
あ

L
ト
栄
で
あ
り
感

刑

.. 悦
に
附
明
、
え
な
い
い
之
口
ケ
で
あ
り

6

白

鋼

一

E
r。
一

生
て
Z
1
「

叩

ご
の
上
は
法
学
非
才
で
あ
り

閉

ま

す

が

、
町
民
み
な
さ
ま
の
七

山山

期
に
わ
た
る
ご
宜
援
と
過
去
四

川山

期
に
わ
た
る
議
長
の
経
験
を
生

川

か
し
て
、
長
与
に
附
さ
ん
に
つ

m
と
め
徴
札
な
が
ら
議
長
と
し
て

日

そ
の
職
立
に
松
山
力
い
た
す
所
存

問

で
あ
り
ま
す

。
ぃ

……

申
す
ま
で
も
な
く
議
会
は
会

山山

議
に
よ
っ
て
町
政
の
粛
要
な
事

世

町諭

政 に
応

え

て

守に

v 

d 

の
推
進
を
図
る

今
金
町
議
会
議
長

曽

我

項
を
決
定
す
る
機
関
で
あ
り
ま

す
の
で
、
主
事
者
た
る
議
長
の

職
貨
は
犠
め
て
前
大
で
あ
る
こ

と
を
梢
感
い
た
し
て
お
り
ま
す

ま
こ
と
に
不
明
、
不
敏
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
し
は
町
民
の
代

井

~ 

Aヒ

表
で
あ
る
会
議
員
の
意
志
を
噂

軍
し
、
あ
く
ま
で
も
議
会
が
民

主
的
に
公
正
に
し
か
も
円
満
の

う
ち
に
速
話
せ
ら
れ
る
よ
う
械

心
誠
意
こ
と
に
当
り
、
町
政
推

進
の
一
興
を
担
う
こ
と
を
お
誓

町

議

会

の

委

員
a

構
成
決
る

ゐ
長

副

議

長

議

総
務
常
任
委
員
会

委

只

長

加

疎

開
委

H
H
E
m
元

委

員

今

野
大

越

長
谷
川

訟

a

i

向

島

建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

丸

山

1時五千武敬藤ブL

伊曾三雄一夫伝雌郎内

我
H事
井

綱定

義

副
委
員
長

委

員

中中米国三
津

野山 I.lJ中崎

俊源鎚春勝

産
業
常
任
委
員
，会

委

日

長

藤

村

剛

容

員

長

仁

木

村

本

渡

辺

二光描徳

い
申
じ
あ
げ
ま
す
。

な
ほ
町
理
事
者
と
は
そ
の
分

度
を
守
り
毅
然
な
る
態
度
で
世

論
に
お
応
え
す
る
唱
え
で
あ
り

ま
す
。
い
ま
や
本
町
は
発
展
途
上
に

あ
り
ま
し
て
急
施
を
要
す
る
重

要
な
行
政
が
山
開
削
し
て
お
り
ま

す
。
議
会
は
全
日
一
致
し
て
町

理
事
者
と
と
も
に
町
政
の
位
進

を
閃
り
、
も
っ
て
町
民
の
福
祉

に
逃
逝
い
た
し
ま
す
の
で
一
層

の
ご
明
解
、
ご
協
力
と
ご
制
緯

を
鵬
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
し
て
級
長
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

監

査

委

今民林伊

nl;一一肯政

六月・七月の納税

郎夫勝政
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本
町
に
お
け
る
結
核
息
を
位
進
す
る
こ
と
に
な
っ

川

哨

者
の
占
め
る
割
合
は
、
全
て
い
ま
す
。
今
金
保
館
所

川

唱

道
的
に
見
て
も
高

い

と

き

が

調

べ

た

過

去
三
年
間
の

帆

岬

れ
町
や
道
立
今
金
保
健
所
受
診
串
を
見
る
と
昭
和
三

一一

唱

で
も
こ
れ
ま
で
杭
極
的
な
十
九
年
は
三
五
・
二
パ

l

F

州

指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
セ
ン
ト
四
十
年
が
凹
凹

-

M

唱

が
、
み
な
さ
ん
の
協
力
に

七

パ

ー

セ

ン

ト
凶
イ
一
年

制

州

も
か
か
わ
ら
ず
桝
在
的
な
は
五

0
・
五
パ
ー
セ
ン

ト

酬

咽

息
者
は
し
だ
い
に
増

i
l
l
z

と
成
献
は
向
上
し
て

酢

州

え

る

削

向

に

あ

り

ま

一

一

お

り

ま

す

。

仰

唱

す
。
こ

の

こ

と

か

ら

-

-

ま

た

昨

年

イ

一

月

・

川

町
は
住
民
間
祉
の
向

に

委

三
十
一
日
現
在

2
川

崎
J

上
は
航
桜
子
肋
の
疏

'
p
‘

:z
町
の
血
者
数
を
見
る

助

制

境
輪
出
川
に
あ
る
と
且

1
4
司
廷

と
四
百
二
十
三
人
で

伽

阿

て
五
月
一

一十
九
日
開

作
司
金
主

そ
の
内
訳
は
二」
1

才

'

脚

係
岐
闘
の
協
力
の
も

.TE--t
以
下
が
百
十
一
人
、

附

川

と
に
ク
結
桜
撹
滅
推

調円ぷω
品柑裁仇

一ニ一干十一

才
か
ら
凶
十

-

刷
進
垂
婁A
鼻
会

工々札

川

絶
襲
滅
を
は
か
る
こ
と

思

撲

五
人
、
五
五
以
上

骨

骨

に
な
り
ま
し
た
。

・
1
』
え

が
百
凶
十
七
人
で
比

蜘

刷

委
員
会
は
町
内
金

脈
W

K
依

較
的
中
日
年
陪
以
上

.

一MMMM
M
い
M
M
予

結

可
く
な
っ

て
い
ま

い

D

よ
っ
て
萱
必
名
仰
の

-

一

こ
の
-Z
と
か
ら
町

仙

川

整
附
に
当
り
畳
惨
を

「

l
-
は
こ
と
し
は
的
制
的

'

昏

呼
び
か
け
る
受
診
布

な
結
鞍
撲
減
対
策
と

岬

川

は
地
区
内
ご
と
に
時
間
内
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

'

B

に
必
ず
憤
拾
を
う
け
る
。

し

た。

川

州

場
合
に
」
り
夜
間
検

訟

を

近

く

H
時
を
決
め
ま
す

'

骨

突
附
す
る
。
検
診
H
を
協
が
検
診
に
当
つ
て
は
み
ん

叫

酬

殺
す
る
な
ど
と
な
っ
て
お
な
が
協
力
し
あ
い
町
内
か

骨

骨

り
、
つ
ね
に
み
な
さ
ん
と
ら
結
核
を
追
放
し
ま
し
ょ

川

州

密
接
な
苅
絡
を
と
り
受
診
ぅ
。

-叫

骨
三一
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み
ん
な
で
守
ろ
う
2
2
3

子

供

の
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水
の
シ

l
ズ
ゾ
を
迎
え
川
や

間
山
そ
れ
に
か
ん
が
い
出
で
の
干

供
の
遊
び
も
め
っ
き
り
哨
え
て

き
ま
し
た
。
思
わ
ぬ
場
所
で
水

難
事
故
に
あ
う
の
も
こ
の
季
節

で
そ
の
た
び
ご
と
に
幼
い
人
命

が
失
な
わ
れ
対
策
が
訟
ま
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
事
故
円
多
く

は
幼
児
が
大
部
分
で
川
と
か
ん

が
い
加
し
か
も
段
繁
期
に
目
立

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
刊
楽

に
迫
れ
る
保
護
者
の
不
自
立
に

よ
る
も
の
と
北
桧
山
智
綴
唱
で

は
い
っ
て
い
ま
す
。

・
と
こ
ろ
で
町
内
で
発
当
の
肢

近
の
水
の
事
故
は
昨
今

m代
田間

、p

a

上
流
で
一
刊
二
人
が
水
死
」
寸
前

町
峨
員
に
世
助
さ
れ
て
い
ま
す

ま
た

一

mqは
凹
件
発
生
四
人

が
水
死
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

日
か
に
も
危
険
な
事
政
が
あ
っ

た
が
発
見
が
早
い
た
め
大
事
に

い
た
り
ま
せ
ん
。
町
内
の
川
は

流
れ
が
早
く
川
肢
の
変
動
が
は

げ
し
く
と
く
に
砂
利
採
取
地
は

危
険
で
す
。
夏
休
み
と
と
も
に

水
遊
び
も
多
く
な
る
の
で
家
庭

で
は
、
よ
く
子
供
と
話
し
あ
い

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に
鴎
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
一
両
学
年
生
の

い
冗
台
に
四
回
目
の
援
農

l
l
i
n
・普

通

科

連
L

隊
1
1
1

光
台
地
区
に
こ
と
し
も
自
衛

隊
の
援
肢
が
や
っ
て
き
ま
し
た

こ
れ
は
第
二
八
普
通
科
連
隊

F

迫
撃
砲
中
隊
(
宮
崎
一
附
〉
の

削
八
人
で
、

一
日
到
話
二
日
か

ら
四
日
ま
で
三
日
間
田
植
え
を

手
伝
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
自

衛
隊
の
援
民
は
、
低
生
産
地
時

で
手
う
す
の
地
区
、
泣
家
族
、

そ
れ
に
隊
到
の
る
す
家
族
料
生

活
悶
窮
民
家
な
ど
が
対
象
に
な

難

事

故

パ
ト

ロ
ー
ル
も
事
故
を
防
ぐ

一

つ
の
方
法
で
す
。
と
も
あ
れ
人

命
尊
重
の
上
か
ら
子
供
の
水
難

防
止
を
約
括
的
に
す
す
め
ま
し

ト
laaノ。

~Jln白血..... 

・と~といヲ しょに

っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
で
四
回

目
の
援
践
を
迎
え
る
光
台
地
区

も
町
内
で
は
低
A
3
産
地
帯
で
す

の
で
、
町
が
道
に
派
泣
を
要
請

し
た
わ
け
で
す
。

光
台
地
区
の
出
家
も
四
回
目

の
援
践
に
感
謝
、
同
総
も
一
段

落
し
て
明
る
い
表
情
。
安
部
町

長
は
五
日
早
朝
帰
隊
を
前
に
庁

舎
前
で

ク
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

で
生
産
が
出
ま
り
町
の
発
展
に

役
く
だ
ち
ま
す
ψ

と
お
礼
を
述

べ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

今
金
局
の
加
入
官
話
は
現

山

在
農
村
集
団
電
話
も
あ
わ
せ

.

て
八
百
機
に
な
り
ま
し
た
。

五
年
前
の
昭
和
三
十
八
年
の

.

一ニ
百
三
十
九
段
に
比
べ
る
と

す

ば

ら

し

い

=

山

発
展
ぷ
り
で

コ

-
n
L
L
I

山

す

。

士

信
匡
号
日

川

と
こ
る
で
今

竺竺

一
」

山

企
報
話
局
の
竺

川

建
設
も
凶
寸
±

山

三
年
春
の
開
通
を
目
途
に
工

川

事
を
急
い
で
お
り
ま
す

。

目

こ
れ
が
完
成
す
る
と
ダ
イ
ヤ

ル
式
の
自
動
電
話
に
か
わ
り

山

市
外
通
話
も
即
時
化
さ
れ
便

6 月 1 日 ~ 30 日

鉄道妨害防止運動

鉄
道
妨
判
事

故
は
あ
と
を
た

た
ず
と
く
に
幼

児
な
ど
の
い
た

ず
ら
と
見
ら
れ

る
此
石
事
故
は

全
体
の
約
三
寸

パ
セ
ン
ト
と

い
わ
れ
て
い
る

背
開
局
で
は
四

月
を
位
石
取
締

強
化
旬
聞
と
し

て
事
故
防
止
を

行
な
い
ま
し
た

設
繁
期
と
と

も
に
子
供
の
遊

び
も
多
く
位
石

市
故
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

事
故
は
旅
行
者
の
生
命
、
財

産
に
多
大
な
影
響
を
あ
た
え
る

も
の
で
す
。
線
路
内
え
の
立
ち

入
り
ゃ
通
行
は
絶
対
に
さ
け
る

こ
と
、
線
路
上
で
の
幼
児
の
遊

び
も
危
拘
で
す
。

保
護
者
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す

る
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
鉄
で
は
六
月

一
日
か
ら
三

十
日
ま
で
を
ク
鉄
道
妨
筈
防
止

運
動
ψ

と
し
て
耶
故
肋
止
に
当

っ
て
い
ま
す
。

重
点
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す

O
ぽ
物
(
石
そ
の
他
)
に
よ
る

列
車
妨
害
事
故
防
止

O
ふ
み
切
り
、
m
H
石
多
発
地
区

の
パ

ト
ロ
ー
ル
強
化
。

利
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
快
適
な
文
化
生
活
を

営
む
た
め
の
家
庭
的
一
必
需
品
と

し
て
、
ま
た
生
町
民
相
互
の
非

常
連
絡
の
見
地
か
ら
も
み
な
さ

の

加

入

に

協

力

下

さ

ま
に
電
話
の
加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

一
般
の
電
話
は
(
新
規
〉
今

金
局
に
ま
た
す
で
に
施
設
済
の

決
集
電
話
で
増
設
の
ご
希
望
の

。
線
路
内
の
立
ち
入
り
取
締
り

(
今
金
駅
)

U
ZZI
L
-
-

三一一
一一日一
一一一日一一一一三一
一一云
-ur--一日

年
金
免
除
申
請
を

受
付
け
し
て
い
ま

す国民
年
金
に
は
、
ほ
か
の
年

金
制
度
に
な
い
保
体
問
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
生
活
が
背
し
く
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
の

で
き
な
い

か
た
の
た
め
に
あ
る
制
度
で
す

こ
れ
ら
の
か
た
は
印
鑑
と
図
1

民
年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、
七

月
末
日
ま
で
に
町
民
生
諜
年
金

係
で
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

か
た
は
役
場
企
画
室
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
参
考
ま
で

に
電
話
の
施
設
料
と
、
毎
月

の
維
持
料
を
抗
げ
て
み
ま
す

施

段

料一-
O
単
独
加
入

ニ
依
券
八
万
円

=
工
事
曲
目

Z

一
万
円

一一

加
入
料

一-

三
百
円

九
万
三
百
円

持

料

単
独
一
-
五
口
円

共

同

さ

ロ

円

単

独

会

口

円

共

同

音

口

円
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い
計
維

O
業
務
用

O
住
宅
用



戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

今
金
町
献
血
運
動
舵
進
協
議

な

ど

援

護

事

務

指

導

に

会
は
、
五
月
二
十
二
日
午
後
役

つ

い

て

，

場
大
会
政
宮
山
に
関
係
者
約
三
十
道
は
次
の
日
程
で
肺
官
邸
両
者

人
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
戦
没
者
世
抜
提
携
事
務
の
指
部

た
。
協
餓
告
は
お
も
に
血
液
の
を
行
た
う
こ
と
に
な
の
ま
し
た

銀
山
川
、
血
液
セ
ン
タ
ー
へ
の
保
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の

管
依
頼
の
ほ
か
献
血
者
の
募
集
支
給
事
務
、
逃
肢
提
施
法
の
施

登
録
名
簿
の
作
成
な
ど
を
事
業
行
事
務
、
戦
似
削
者
の
長
給
付

N
H
K
で
は
、
全
国
各
地
に

の
目
的
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
金
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
人
た

F
M
放
送
局
の
設
位
を
す
す
め

つ
い
て
は
す
で
に
広
報
一

O
凶

ち

で

処

辿

も

れ

に

な

っ

て

い
る

て

い

ま

す

が

、
こ
ん
ど
北
桧
山

号
で
ご
承
知
の
こ
と
で
す
が
、
か
た
は
凶
接
お
い

で
く
だ

さ

い

町

宇

小

川

に

も

F
M
肱
送
局
が

次
の
要
制
で
全
員
を
募
集
し
て

O
日

時

六

月

一

十

日

開

局

さ

れ

ま

す

。
同
局
は
室
蘭

お
り
ま
す
の
で
ご
協
h
M
願

い

ま

午

前

十

時

か

ら

F
M
品
の
電
波
を
受
信
し
て
放

す
。

O
場
所
今
世
町
役
場
氏
ぺ
際
活
す
る
も
の
で
、
問
波
数
は
八
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献
血
運
動
に
協

力

を

。
赤

痢
O

山
腹
州
と
共
に
は
き
け
、
下
痢

が
何
回
も
お
こ
る
。

間
使
に
粘
液
や
血
が
ま
じ
り
ノ

ウ
も
ま
じ
る
。

ω三
十
八
、
九
度
の
熱
が
出
る

O
該
当
年
令
は
イ
大
才
以
上
六

十
五
才
以
下
の
か
た

O
体
叩
耐
力
干
四
十
五
キ
ロ
グ
ラ

ぷ
女
子
凶
十
キ
R
グ
ラ
ム
以

上
の
か
た
。

、

O
採
血
日
六
月
ニ
イ
六
日
、
八

月
二
十
一

日
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
主
で

O
場
所
公
民
館

O
M叫州刑

山
グ
ツ

タ
リ
し
て
急
に
元
慌
が
な
く

な
る
。

間品開川が
三
十
九
度
か
ら
四
十
度

に
上
る
。

問
脳
杭
を
起
し
、
ヒ
キ
ヅ
ケ
る

こ
と
が
あ
る
。

巡
回
歯
科
診
療
に

つ
い
て

無
掬
科
医
地
区
の
巡
回
品
開
科

診
梼
は
改
の
正
お
り
九実
施
い
た

し
ま
す
。
す
べ
て
蕪
料
で
対
象

地
区
は
八
束
と
な
っ
て
い
ま
す

O
実
施
日
六
月
十
六
日
(
午
前

十
時
t
午
後
三
時
)
十
七
日

(午
前
十
時

t
花
午
〉
+
九

日
か
ら
こ
イ

一
H
ま
で
(
午

前
十
時
3
4

午
後
三
時
)

O
場
所
八
束
小
中
学
校

北
治
山
F
M
局

近

く

開

局

。
食
中
説
。

山
世
物
は
な
る
べ
く
煮
る
か
焼

い
て
食
べ
る
o

m
凶
食
物
は
風
通
し
の
よ
い
冷
た

d

い
場
所

ιお
く
。

O
小
児
マ
ヒ

O

山
症
状
は
、
筋
肉
の
マ
ヒ
が
起

る
の
が
特
徴
で
疑
わ
し
い
と

き
は
医
者
に
見
せ
る
こ
と
。

六
メ
ガ
サ
イ
ク
ル
、
出
力
百
ワ

ッ
ト
。
六
月
下
旬
に
放
送
開
始

の
予
定
で
す
。
道
南
で
は
三
番

目
。
こ
れ
で
今
金
町
も
F
M
放

送
が
た
の
し
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

六

月

は

貯
蓄
の
月
て
す

mか
な
く
ら
し
を
設
計
す
る

に
は
貯
者
が
大
切
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

六
月
は
季
節
的
に
も
収
入
の
増

加
す
る
時
期
で
す
。
産
業
経
演

の
指
展
の
た
め
に
も
貯
蓄
の
惑

的
が
強
く
出
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
道

出
昔
航
法
委
員
会
で
は
、
全
道

的
に

『
貯
昔
増
強
六
月
特
別
運

耐
』
を
展
開
し
、
実
践
に
つ
と

め
る
よ
う
広
く
道
民
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

O
期
間
は
六
月
一
日
P
三
十
日

住
宅
迎
持
、
子
弟
育
英
、
哲

段
、
老
後
の
生
前
安
定
の
た
め

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
に
応
じ

た
附
帯
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

町
内
の
各
郵
便
局
、
金
融
機
関

、
団
体
は
み
な
さ
ん
の
お
い
で

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
人
事

"、ミ， I 
税土!
耕地 j
課改 l
長良 l
課 !
飯長 i
旧十(
政太 一五
市回 目月
v岱 付三
民雄 ) 

. ~ 

、

生
課
長
藤
野
庇
平
マ
土
地
改

良
課
技
術
長
日
野
消
卸
マ
建

設
課
長
補
佐
宇
野
宏
マ
土

地
改
良
線
長
補
休
知
管
理
係
長

官
閉
辰
雄
マ
産
世
抑
制州
民
補
佐
有

賀
正
夫
マ
税
務
開
長
補
剖
兼
税

務
係
長
生
匂
お
V

民
生
課
長

補
佐
兼
厚
生
係
長
屯
谷
文
也

マ
総
務
課
長
補
佐
高
田
昂
建

設
諜
土
木
係
長
巡
藤
正
光

マ
産
業
部
開
桁
所
産
係
長

相
片

岡
有
隆
マ
同
商
工
係
長
森
忠

雄
マ
民
生
課
国
保
係
長
今
野

佑

v
蟻
会
事
務
局
長
古
畑
正

勝
目v
民
委
事
務
局
長
石
井
俊

，
直
マ

向
次
長
品
川
村
栄
寸M
O
同

総
務
係
長
中
引
誠
司
V

企
画

室
企
画
係
高
知
秀
樹
マ
民
生

諜
年
金
係
平
原
品
己

v
総
務

課
勤
務
安
述
弘
マ
教
委
次
長

依
藤
八
郎
マ
同
総
務
係
長

波

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(4
月
分
)

@
出
生
別
名

石川
柑
符
張
、
佐

々
木
久
司
、
柴
山
車
了
、
伊
藤

忠
好
、

八
木
女
子
、
阪
訓
裕
毅

笠
原
浩
子
、
上
野
拡
菱
、
大
坪

郁
子
、
佐
々
木
敏
賞
、
佐
藤
千

h
川
赤
井
政
明
、
杉
本
広
昭
、

‘
特
内
恵
美
へ
以
上
今
金
〉
J

岩
沢

美
枠
叫
皆
、
玉
井
ヒ
ロ
エ
〈
花
石

〉
佐
々
木
修
(
御
影
〉
栴
本
聡

三

(
光
台
)
幅
ロ
博
子
(
鈴
阿

Y
山
中
美
佐
ま
だ
稲
施
)
稲
国

」
れ
川
押町
同

a
e

辺
茂
マ
国
保
病
院
勤
務

健
治
マ
同

川
端
義
之

泉

人
物
往
来

一
日
H

北
屯
商
飢
玄
庖
船
山
支

庖
長
事
務
辿
絡
の
た
め

九

E
N
奥
尻
町
背
木
普
及
所
長

視
察
の
た
め

+
四
日
M
総
合
か
ん
ば
い
総
会

各
町
委
員

十
六
日
H
山
田
桧
山
支
庁
長
事

務
連
絡
の
た
め

二
十
四
日
目
道
開
発
庁
堂
恒
内

事
務
次
官
視
察
の
た
め

二
十
五
日
H
茅
部
、
山
越
、
瀬

棚
三
郡
戸
鰯
住
民
H
M師
時

事
狗
職
員
研
究
姿
の
九

め

二
十
六
日
H
楢
崎
道
前
日
本
部
長

交
通
巡
励
視
山
門
小

F
叶

佐
代
子
(
白
石
)

@
婚
姻
4
組
院
制
宏
勝
H

小
田

了
干
、

t
村
菊
奨
H
木
村
紀
代

子
、
西
宮
消
抑
H
末
牒
民
干

(

今
金
〉
長
谷
川
政
附
H
永
引
明

干
(
御
影
)

，
e

①
死
亡
9
名
e

中
山
英
立
問
団
ハ

今
崎
担
)
笹
井
併
前
哨

h
制川川
)

凪
元
た
ま
市

」円
強
一
昨
)
怖
本
聡

z-
o
(光
台
〉
佐
藤
ち
か
よ
剖

(
押
丘
)
迫
藤
秀
吉
加
(
花
石

)
訟
吉
キ
ヨ
コ

臼

(種
川
〉
高

田
マ
ツ
ヨ
臼
(
田
代
)
水
野
秩

一
日
出
〈
金
原
〉


